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3歩先の施工ポイント

野縁の上にグラスウールを載せ、下か
ら別張りの防湿シートを野縁に留めて
いく。
下がり壁のグラスウールがずり落ちな
いように、上から石膏ボード等で押さ
えて留め付ける。
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防湿シートは、下がり壁
の防湿フィルムと連続する
ように、折り曲げて留める
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断熱層と防湿層は
連続していなければ
ならない。下がり壁
の断熱材は忘れが
ちなので、要注意
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